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 研究実績の概要

本研究では，警告インタフェースを開発して実証実験を行い，ユーザの不快感について観察する．ユーザが脅威に気づ

くか，回避行動を取るかどうかを観察し，従来の警告と比較を含め，警告インタフェースの有効性の評価を行う．先行

研究では，スマートフォン利用時の不快要因について調査と統計分析を実施し，PC 利用時の不快要因との比較を行っ

た．その結果，PC 利用時とスマートフォン利用時では，不快因子が異なることが明らかとなり，スマートフォンでのブ

ラウジング時における脅威を対象に，調査結果より得られた不快の 5 要因を用いた警告インタフェースを試作した．そ

こで本課題では，スマートフォン利用時における脅威に対するユーザのアウェアネスと回避行動の有効性を既存の警告

と比較して評価し，脅威に対するユーザの意識を高めるスマートフォン警告インタフェースのデザイン要件を明らかに

することを目標とした．スマートフォンでのブラウジング時に，安全ではないサイトにアクセスしようとすると警告イ

ンタフェースが提示される仕様を用いた実験用のアプリケーションを用いて，スマートフォンユーザを対象としたユー

ザ実験，半構造化インタビュー，アンケートよる実験を実施し，得られたデータに対して分析を行った．分析結果は仮

説とは異なるものとなったが，共同研究者との議論を通じて新たな知見を得ることができた．実験結果，分析をふま

え，不快感を用いたインタフェースを取り入れたアプリケーションと実験の再設計を行った．現在，不快要因を取り入

れたインタフェースの修正に着手している．また，車いす利用における情報支援をテーマとした共同研究では，スマー

トフォン利用時の不快要因の調査手法を応用し，車いすを利用するユーザを対象とした外出時の不安感の調査を実施し

た．
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